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防災対策

地
震
・
津
波
対
策
は
万
全
か

地
域
内
で
の
防
災
活
動
が
重
要

青
少
年
育
成

講演会開催などへの支援を
補助制度はない。相談には応じる

質
問

当
町
を
は
じ
め
三
陸

の
沿
岸
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
幾

度
と
な
く
地
震
や
津
波
に
よ
っ

て
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
多

く
の
尊
い
人
命
を
失
っ
て
き
た
。

町
と
し
て
、
津
波
・
地
震
対

策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
。
ま
た
、
今
後
の
大
き
な
課

題
は
何
か
。

沼
崎
町
長

地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
防
潮
堤
を
は
じ
め
、

海
岸
保
全
施
設
、
津
波
検
潮
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
防
災
拠
点
施
設

の
整
備
を
進
め
る
。
毎
年
実
施

し
て
い
る
総
合
防
災
訓
練
に
つ

い
て
も
、
よ
り
多
く
の
町
民
が

参
加
出
来
る
内
容
に
工
夫
を
こ

ら
し
訓
練
の
充
実
に
努
め
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
増
加

傾
向
が
続
く
一
人
暮
ら
し
老
人

や
寝
た
き
り
老
人
な
ど
の
安
全

な
場
所
へ
の
避
難
や
適
切
な
健

康
管
理
。
大
地
震
の
発
生
時
に

は
、
大
半
が
停
電
と
な
る
こ
と

か
ら
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
の
中
枢

で
あ
る
電
気
系
統
の
迅
速
な
復

旧
対
策
。
災
害
の
形
態
は
多
様

で
予
測
し
難
い
部
分
が
多
い
こ

と
か
ら
、「
自
分
の
地
域
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防
災

の
考
え
を
基
本
と
し
た
地
域
内

で
の
防
災
活
動
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
町
民
、
関
係
機

関
・
団
体
と
密
接
な
連
携
の
も

と
、
最
善
を
尽
く
す
。

質
問

最
近
の
青
少
年
は
、

夢
や
目
標
を
も
て
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
著

名
人
を
呼
ん
で
、
体
験
談
を
聞

く
な
ど
、
青
少
年
に
、
い
ろ
い

ろ
な
夢
を
与
え
る
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

町
内
に
お
け
る
、
事
業
の
実

施
状
況
、
事
業
実
施
団
体
へ
の

財
政
的
支
援
措
置
制
度
お
よ
び

支
援
の
実
施
状
況
、
そ
の
制
度

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

松
尾
教
育
長

町
内
の
各
種

団
体
で
の
著
名
人
に
よ
る
講
演

会
・
実
技
指
導
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
、
本
や
テ
レ
ビ
で
活

躍
し
て
い
る
著
名
人
の
講
演
会

な
ど
は
、
こ
こ
二
〜
三
年
の
間

は
、
開
催
し
て
い
な
い
。

講
演
会
な
ど
の
事
業
に
お
け

る
団
体
へ
の
財
政
的
支
援
措
置

に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・
町
と

も
直
接
的
な
補
助
制
度
は
な
い
。

各
種
団
体
な
ど
で
こ
の
よ
う
な

事
業
計
画
が
あ
る
場
合
は
、
相

談
に
応
ず
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

一人暮らし老人や寝たきり老人の避難対策
が求められます（平成15年の防災訓練から）

２月に行われた「人づくり町づくり町民の集い」
での講演の様子


